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(54)【発明の名称】 エレクトロルミネセンス表示装置

(57)【要約】
【課題】  走査線数の多い大表示容量に対応することで
きるＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】  ＥＬ表示装置の表示素子１０は、高い誘
電性を有する基板１２の上にバッファ層１４、発光層１
６、バッファ層１８、絶縁体層２０および透明電極２２
が順次積層して設けられるとともに、基板１２の裏面に
金属電極２４が設けられる。基板１２は、燒結した、１
０００以上の誘電率を有するチタン酸バリウム板を光学
研磨し、厚みを０．３ｍｍに調製したものである。表示
素子１０は、金属電極２４を２あるいは３以上の任意数
の電極の群に構成し、それぞれの電極の群ごとに駆動回
路を接続してマトリクス駆動可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  高誘電性を有する基板上に発光層および
透明電極を含む層を積層するとともに該基板の裏面に分
割可能に背面電極を設けた表示素子を有することを特徴
とするエレクトロルミネセンス表示装置。
【請求項２】  前記透明電極は複数の電極部からなり、
前記背面電極は複数の電極部をそれぞれ有する複数の電
極部群からなり、
該複数の電極部群のそれぞれに接続した駆動回路により
信号電圧を印加してパッシブ駆動するように構成してな
ることを特徴とする請求項１記載のエレクトロルミネセ
ンス表示装置。
【請求項３】  前記透明電極は表示画面全面に形成され
たベタ電極からなり、前記背面電極は複数の電極部から
なり、
該複数の電極部のそれぞれに接続した駆動回路により電
圧を印加してアクティブ駆動するように構成してなるこ
とを特徴とする請求項１記載のエレクトロルミネセンス
表示装置
【請求項４】  前記駆動回路が搭載された搭載基板を有
し、該搭載基板は、該搭載基板を貫通して形成され、一
端が該駆動回路に接続された貫通端子を有し、    前記
基板は該搭載基板に対向する側の面に複数のリブが形成
され、
該貫通端子を該リブ間に位置決めしてなることを特徴と
する請求項２または３に記載のエレクトロルミネセンス
表示装置。
【請求項５】  前記駆動回路が搭載された搭載基板を有
し、該搭載基板は、該搭載基板を貫通して形成され、一
端が該駆動回路に接続された貫通端子を有し、
前記基板は該搭載基板に対向する側の面に凹部が形成さ
れ、
該貫通端子を該凹部に嵌合して位置決めしてなることを
特徴とする請求項２または３に記載のエレクトロルミネ
センス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エレクトロルミネ
センス表示装置に関し、より詳細には表示装置の駆動方
式に関する。
【０００２】
【従来の技術】発光現象の１つであるエレクトロルミネ
センス（以下、ＥＬということがある。）を応用したＥ
Ｌ素子が平面型表示装置（フラットパネルディスプレ
イ）に用いられている。
【０００３】従来、このような平面型表示装置（以下、
これを単にＥＬ表示装置ということがある。）に用いる
ＥＬ素子として、例えば図１に示すように、ガラス基板
あるいはセラミックス基板１上に透明電極２、絶縁層
３、発光層４、絶縁層３および透明電極若しくは金属電
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極（背面電極）５を積層したパネル構造のものが用いら
れ、走査電極となる透明電極２および信号電極となる透
明電極（金属電極）５のそれぞれに駆動回路６、６を接
続してパッシブ駆動（パッシブマトリクス駆動）して画
像表示が行われる。
【０００４】あるいは、ＥＬ表示装置のＥＬ素子とし
て、例えば図２に示すように、シリコン基板１上にＳＯ
Ｉ（Silicon on insulator）によるアクティブ素子を有
する駆動回路７を構成し、その上に絶縁層３、発光層
４、絶縁層３および透明電極５を積層したパネル構造の
ものが用いられ、アクティブ駆動（アクティブマトリク
ス駆動）して画像表示が行われる（R.  Tuenge,etal: D
igest of Tech. Papers, 1997 SID Int. Symposiumu(19
97)pp,862-865）。
【０００５】また、これら従来のＥＬ表示装置のＥＬ素
子を改善したものとして、特開平７－５０１９７号公報
には、セラミックス基板上に厚膜印刷法によって高誘電
性絶縁層を形成したものが提案され、これにより蛍光層
の電圧を高めて高輝度化を図ることができるとされてい
る。
【０００６】また、特開２００１－０６０４９２公報に
は、可聴周波数以上の繰り返し周波数を持つ交流電圧信
号を用いてＥＬ素子を駆動する方式が提案され、これに
より、高輝度化を図ることができるとされている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記し
た従来のＥＬ表示装置は、いずれも表示可能な画素数が
ＱＶＧＡ、ＶＧＡ、ＳＶＧＡ、ＸＧＡあるいはＳＸＧＡ
程度であり、千本あるいは数千本以上に走査本数を増や
したときに十分に高い輝度の画像表示を提供するもので
はない。
【０００８】図１に示したようなパッシブ駆動方式のＥ
Ｌ表示装置の場合、走査本数が増加すると走査線１本に
対する電圧印加時間が短くなり、十分な電圧を画素に印
加できなくなることにより、輝度の低下を生じる。
【０００９】この場合、パネルを分割することにより、
一走査の走査本数を減らすことが考えられる。
【００１０】ところが、信号電極となる透明電極若しく
は金属電極５と接続する駆動回路６は、図３に示すよう
に、最大限で図３中上下両側に設けることができるに止
まるため、これに対応して走査電極となる透明電極２、
いいかえれば表示パネル（分割画面）は上下２分割まで
しか分割できない。
【００１１】また、この場合、図４に示すように、基板
１にスルーホール（貫通端子）８を設け、スルーホール
８を介して信号電極（透明電極若しくは金属電極金属電
極）５を基板１の背面に取り出すことにより、駆動回路
を自在に接続可能とすることで、走査電極２を例えば３
分割することが考えられる。なお、図４中、参照符号９
ａは図示しない駆動回路に接続するためのフラットケー
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ブルを示し、参照符号９ｂは１つの駆動回路によって駆
動される走査電極群を示し、参照符号９ｃは１つの駆動
回路によって駆動される信号電極群を示す。
【００１２】ところが、画素ピッチが細かい場合、スル
ーホール８を設けることによって基板１の強度が著しく
低下する。また、EL素子の薄膜形成時の高温プロセスに
耐えられるようなスルーホール８を形成するには、加工
法が複雑となり技術的に極めて困難であり、また、スル
ーホール８の形成を実現したとしても、量産性、信頼性
およびコストの面で問題となる。
【００１３】一方、EL素子を交流パルス駆動するとき、
パルス周波数に輝度が比例することが知られている。こ
のため、フレーム周波数を高くすることにより輝度を高
めることができるが、この場合、フレーム周波数を高く
すると一走査時間が短くなり、画素に十分な電圧を印加
できなくなり、やはり輝度が低下する。したがって、マ
トリックス駆動において高い周波数で駆動する場合、走
査線数をあまり増やすことができず、例えば２００～３
００Ｈｚ程度のフレーム周波数でＱＶＧＡの画素数に対
応できる程度である。
【００１４】また、図１（Ｂ）に示したようなアクティ
ブ駆動方式のＥＬ表示装置の場合、１つの基板上に駆動
回路と発光素子とが一体的に形成されるため、５００℃
を超える高い発光素子のプロセス温度下で、駆動回路を
構成するスイチング素子（アクティブ素子）としてのト
ランジスタ等が損傷を被る。この場合、トランジスタ等
の損傷を避けるためにプロセス温度を低下させると、発
光素子の発光性能が低下することになる。
【００１５】さらに、アクティブ駆動方式のＥＬ表示装
置の場合、基板の駆動回路を形成した平坦ではない面の
上に発光素子が形成されるため、発光素子の薄膜を形成
するときの膜厚制御性等が低下する。この場合、膜厚制
御性等を確保するために基板上に最初に発光素子を形成
し、発光素子の上に駆動回路を形成すると、駆動回路を
形成する温度プロセスや微細加工プロセスを経て発光素
子が損傷を被り、十分な発光性能を得られず、あるいは
全く発光しなくなる。
【００１６】またさらに、パッシブ駆動方式のＥＬ表示
装置の場合と同じくアクティブ駆動方式のＥＬ表示装置
の場合においても線順次走査であるため、走査線数が増
加すると信号の書き込み速度が対応できず一画面を走査
できなくなる。
【００１７】本発明は、上記の鑑みてなされたものであ
り、走査線数の多い大表示容量に対応することできるＥ
Ｌ表示装置を提供することを目的とする。
【００１８】
【課題を解決するための手段】本発明に係るエレクトロ
ルミネセンス表示装置は、高誘電性を有する基板上に発
光層および透明電極を含む層を積層するとともに該基板
の裏面に分割可能に背面電極（金属電極）を設けた表示
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素子を有することを特徴とする。
【００１９】ここで、基板の誘電性は表示素子の各層の
材料特性や発光特性要求に応じて適宜設定することがで
きるが、好適には、誘電率として１０００以上である。
また、発光層は、好適には無機薄膜発光層である。ま
た、基板上に積層される層は、好適には絶縁層を含む。
また、透明電極および背面電極は両者が協働して発光層
に電圧を印加し、発光させる作用を奏するものである。
【００２０】本発明の上記の構成により、分割可能に設
けた背面電極に駆動電極を自在に接続することが可能と
なり、したがって３以上の任意の分割（マトリクス）数
のマトリクス駆動を実現することができ、これにより走
査線数の多い大表示容量のＥＬ表示装置を得ることがで
きる。
【００２１】この場合、前記透明電極は複数の電極部か
らなり、前記背面電極は複数の電極部をそれぞれ有する
複数の電極部群からなり、該複数の電極部群のそれぞれ
に接続した駆動回路により信号電圧を印加してパッシブ
駆動するように構成してなると、例えば、分割した各走
査本数を適当に選ぶことにより６０Ｈｚ駆動よりも高い
周波数で交流パルス駆動が可能となり、輝度を高めるこ
とができて好適である。
【００２２】また、この場合、前記透明電極は表示画面
全面に形成されたベタ電極からなり、前記背面電極は複
数の電極部からなり、該複数の電極部のそれぞれに接続
した駆動回路により電圧を印加してアクティブ駆動する
ように構成してなると、アクティブ駆動回路を別の基板
に分離して形成することができるため、アクティブ駆動
回路および発光層を主とする発光素子の双方を最適条件
で形成してそれぞれの性能を十分に発揮することができ
て好適である。
【００２３】また、この場合、前記駆動回路が搭載され
た搭載基板を有し、該搭載基板は、該搭載基板を貫通し
て形成され、一端が該駆動回路に接続された貫通端子を
有し、前記基板は該搭載基板に対向する側の面に複数の
リブが形成され、該貫通端子を該リブ間に位置決めして
なると、容易に位置決めすることができ、また、リブに
よって基板を補強することができて好適である。
【００２４】また、この場合、前記駆動回路が搭載され
た搭載基板を有し、該搭載基板は、該搭載基板を貫通し
て形成され、一端が該駆動回路に接続された貫通端子を
有し、前記基板は該搭載基板に対向する側の面に凹部が
形成され、該貫通端子を該凹部に嵌合して位置決めして
なると、貫通端子を金属電極に容易に位置決めすること
ができ、また、基板の厚みを調整する自由度が増して基
板の剛性を確保することができて好適である。
【００２５】
【発明の実施の形態】本発明に係るエレクトロルミネセ
ンス表示装置（以下、ＥＬ表示装置という。）の好適な
実施の形態（以下、本実施の形態例という。）につい
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て、図を参照して、以下に説明する。
【００２６】まず、本実施の形態の各例に係るＥＬ表示
装置に用いる表示素子（ＥＬ素子）の基本構成につい
て、図５を参照して説明する。
【００２７】表示素子（ＥＬ素子）１０は、図５に示す
ように、高い誘電性を有する基板１２の上にバッファ層
１４、発光層１６、バッファ層１８、絶縁体層２０およ
び透明電極２２が順次積層して設けられるとともに、基
板１２の裏面（下面）に金属電極（背面電極）２４が設
けられている。
【００２８】上記のように構成された表示素子１０は、
金属電極２４を２あるいは３以上の任意数の電極の群に
構成し、それぞれの電極の群ごとに駆動回路を接続して
マトリクス駆動可能であり、これに対応して透明電極２
２を２あるいは３以上の任意数の電極の群に構成し、そ
れぞれの電極の群ごとに駆動回路を接続してマトリクス
駆動可能である。
【００２９】上記の表示素子１０は、例えば以下の製造
方法により形成することができる。
【００３０】基板１２として、燒結した、１０００以上
の誘電率を有するチタン酸バリウム板を光学研磨し、厚
みを０．３ｍｍに調製したものを準備する。この基板１
２上に、電子線蒸着法により０．１μｍの厚みのＺｎＳ
薄膜からなるバッファ層１４を形成する。続いて、同じ
く電子線蒸着法により約０．５μｍの厚みのＳｒＳ：Ｃ
ｅ薄膜からなる青緑色発光層１６を形成する。このとき
の基板１２の成長温度は約５００℃である。さらに、同
じく電子線蒸着法により０．１μｍの厚みのＺｎＳ薄膜
からなるバッファ層１８を形成する。さらに、高周波マ
グネトロンスパッタ法により約１００ｎｍの厚みのＳｉ
Ｏ

２
膜および約５００ｎｍの厚みのＴａ

２
Ｏ
５
膜の複合

膜からなる絶縁層２０を形成する。さらに、同じく高周
波マグネトロンスパッタ法により約２００ｎｍの厚みの
ＩＴＯ（錫ドープ酸化インジウム）からなる透明電極２
２を形成する。
【００３１】上記の透明電極２２は、表示素子をパッシ
ブ駆動方式に適用する場合は、さらに、フォトリソグラ
フィ法により０．３ｍｍピッチの複数のストライプ状に
透明電極をパターニングする。これに対して、表示素子
をアクティブ駆動方式に適用する場合は、透明電極は全
面ベタ電極であるため、パターニングする必要はない。
【００３２】一方、例えば蒸着法により基板１２の裏面
に約２００ｎｍの厚みのアルミニウムからなる金属電極
２４を形成する。
【００３３】以上のプロセスにより、表示素子１０が形
成される。
【００３４】つぎに、本実施の形態の第１の例に係るＥ
Ｌ表示装置について、図６（Ａ）、（Ｂ）を参照して説
明する。
【００３５】本実施の形態の第１の例に係るＥＬ表示装
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置は、パッシブ駆動方式を用いるものである。
【００３６】図６（Ａ）に示すＥＬ表示装置の表示素子
２６は、先に図５に示した表示素子１０を天地逆にした
ものに相当する。但し、バッファ層が設けられていない
点が表示素子１０と相違する。
【００３７】表示素子２６は、走査電極となる透明電極
（以下、走査電極ということがある。）２２のストライ
プ状の複数の電極部２２ａが２つの走査電極群（電極部
群）２３ａ、２３ｂに構成され、信号電極となる金属電
極（以下、信号電極ということがある。）２４のストラ
イプ状の複数の電極部２４ａが２つの信号電極群（電極
部群）２５ａ、２５ｂに構成されている。なお、ここで
は説明を簡単にするために２分割の例を示したが、基板
１２の裏に形成した表示素子２６の信号電極２４を自在
に３以上の適当な信号電極群に構成できることは前記し
たとおりである。各走査電極群２３ａ、２３ｂおよび各
信号電極群２５ａ、２５ｂのそれぞれにフラットケーブ
ル２８ａ、２８ｂを介して図示しない駆動回路（ＩＣド
ライバ）が接続される。本実施例では、表示画面を、例
えば、全画素数３２０×２４０を１６０×８０の画素数
単位に２×３分割する。
【００３８】上記の表示素子２６を有する本実施の形態
の第１の例に係るＥＬ表示装置は、３以上の任意の分割
数のマトリクス駆動を実現することができ、これにより
走査線数の多い大表示容量のＥＬ表示装置を得ることが
できる。
【００３９】この場合、例えば、分割した各走査本数を
適当に選ぶことにより６０Ｈｚ駆動よりも高い周波数で
交流パルス駆動が可能となり、輝度を高めることができ
る。
【００４０】なお、表示素子２６において、図６（Ａ）
のようにフラットケーブル２８ｂを設けることなく、図
６（Ｂ）のように、予め駆動回路（図示せず。）を搭載
した基板３０を信号電極２４と張り合わせて電気的に接
続してもよい。
【００４１】つぎに、本実施の形態の第２の例に係るＥ
Ｌ表示装置について、図７を参照して説明する。
【００４２】本実施の形態の第２の例に係るＥＬ表示装
置は、アクティブ駆動方式を用いるものである。
【００４３】図７に示すＥＬ表示装置の表示素子３２
は、基本的な構成は先に図５に示した表示素子１０と同
様である。但し、図５の表示素子１０を天地逆にしたも
のに相当する。透明電極３４は表示画面全体に形成され
たベタ電極であり、金属電極３６は複数の電極部３６ａ
が行列状に形成し、配列されている。各電極部３６ａ
は、画素ごとに円形や四角の形状に形成されている。
【００４４】表示素子３２は、図７中、金属電極３６の
上にトランジスタ等のアクティブ素子を有する駆動回路
を搭載した基板３８が配置される。
【００４５】上記の表示素子３２を有する本実施の形態
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7
の第２の例に係るＥＬ表示装置は、３以上の任意の分割
数のマトリクス駆動を実現することができ、これにより
走査線数の多い大表示容量のＥＬ表示装置を得ることが
できる。
【００４６】この場合、アクティブ駆動回路を別の基板
に分離して形成することができるため、アクティブ駆動
回路および発光層を主とする発光素子の双方を最適条件
で形成してそれぞれの性能を十分に発揮することができ
る。
【００４７】つぎに、本実施の形態の第３の例に係るＥ
Ｌ表示装置について、図８を参照して説明する。
【００４８】本実施の形態の第３の例に係るＥＬ表示装
置の表示素子４０の基本構成は本実施の形態の第１の例
に係る表示素子２６と同じである。したがって、共通す
る構成要素については同一の参照符号を付すと共に重複
する説明を省略する。
【００４９】本実施の形態の第３の例に係るＥＬ表示装
置は、表示素子４０の金属電極と駆動回路が搭載された
基板（搭載基板）との電気的な接続構造が本実施の形態
の第１の例と相違する。
【００５０】基板１２の裏面（図８では基板１２の上
面）には、印刷法あるいはフォトリソグラフィ法等によ
り無機ペースト（奥野製薬工業製）を幅３０μｍにパタ
ーニングした後、５２０～５５０℃で焼成することによ
り、複数条のリブ４２が形成されている。そして、これ
らのリブ４２、４２間に蒸着法によりアルミニウムから
なる金属電極４４が形成されている。
【００５１】一方、金属電極４４に張り合わされる、駆
動回路が搭載された基板（搭載基板）４６は、図８中基
板４６の上面に複数の電極４８がストライプ状に形成さ
れるとともに、基板４６を貫通して、銀ペーストを用い
たスルーホール（貫通端子）５０が形成されている。
【００５２】スルーホール５０は、金属電極４４および
電極４６に接続されており、これにより、金属電極４４
は、スルーホール５０を介して電極４６に電気的に接続
される。
【００５３】本実施の形態の第３の例に係るＥＬ表示装
置の表示素子４０は、基板１２に基板４６を取りつける
とき、スルーホール５０をリブ４２、４２間に配置する
ことにより、スルーホール５０を金属電極４４に容易に
位置決めすることができる。また、基板１２は、リブ４
２が設けられているため、良好な剛性を確保することが
できる。
【００５４】つぎに、本実施の形態の第４の例に係るＥ
Ｌ表示装置について、図９を参照して説明する。
【００５５】本実施の形態の第４の例に係るＥＬ表示装
置の表示素子の基本構成は本実施の形態の第２の例に係
る表示素子３２と同じである。したがって、共通する構
成要素については同一の参照符号を付すと共に重複する
説明を省略する。
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【００５６】本実施の形態の第４の例に係るＥＬ表示装
置は、表示素子５２の金属電極と駆動回路が搭載された
基板（搭載基板）との電気的な接続構造が本実施の形態
の第２の例と相違する。接続構造の基本的な構成は本実
施の形態の第３の例に係るＥＬ表示装置の表示素子４０
と略同じである。
【００５７】表示素子５２は、表示素子４０と同様の形
成方法により、基板１２の上面に格子状のリブ５４が形
成され、また、格子部に形成される凹部の底面に金属電
極６２が形成される。一方、駆動回路が搭載された基板
（搭載基板）５６は、図９中基板５６の上面に複数の電
極５８が形成されるとともに、基板５６を貫通して、銀
ペーストを用いたスルーホール（貫通端子）６０が形成
される。
【００５８】スルーホール６０は、金属電極６２および
電極５８に接続されており、これにより、金属電極６２
は、スルーホール６０を介して電極５８に電気的に接続
される。
【００５９】本実施の形態の第４の例に係るＥＬ表示装
置の表示素子５２は、基板１２に基板５６を取りつける
とき、スルーホール６０を格子部によって形成される凹
部に嵌合することにより、スルーホール６０を金属電極
６２に容易に位置決めすることができる。また、基板１
２は、リブ５４が設けられているため、良好な剛性を確
保することができる。
【００６０】つぎに、本実施の形態の第５の例に係るＥ
Ｌ表示装置について、図１０を参照して説明する。
【００６１】本実施の形態の第５の例に係るＥＬ表示装
置の表示素子の基本構成は本実施の形態の第１または第
３の例に係る表示素子２６、４０と略同じである。した
がって、共通する構成要素については同一の参照符号を
付すと共に重複する説明を省略する。
【００６２】本実施の形態の第５の例に係るＥＬ表示装
置は、表示素子の金属電極と駆動回路が搭載された基板
（搭載基板）との電気的な接続構造が本実施の形態の第
３の例と相違する。
【００６３】図１０に示す表示素子の基板１２は、１ｍ
ｍ程度の厚みに燒結したチタン酸バリウム基板を用い、
その両面を光学研磨した後、レジストを用いたフォトリ
ソグラフィによってパターニングしたマスクを形成した
片面をドライエッチングしてストライプ状の凹部６４を
形成する。凹部６４は深さが０．８ｍｍであり、凹部６
４間のピッチが０．３ｍｍである。また、凹部６４を形
成した部位の基板１２の厚み、すなわち、凹部６４の底
面と基板１２の裏面との間の距離は０．２ｍｍ（２００
μｍ）である。この基板１２の厚みは、５０～５００μ
ｍの範囲内とすることができる。凹部６４の底面に金属
電極６６を形成する。
【００６４】一方、基板１２に張り合わされる、駆動回
路が搭載された基板（搭載基板）は、本実施の形態の第
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３の例の基板４６と同様である（図８参照）。
【００６５】上記表示素子は、基板１２に駆動回路が搭
載された基板を取りつけるとき、スルーホール６０を凹
部６４に嵌合することにより、スルーホール６０を金属
電極６６に容易に位置決めすることができる。また、基
板１２は、凹部６４の形成された箇所の厚みを通電特性
上必要な上記０．２ｍｍ等の所望の厚み寸法に形成する
以外は、他の箇所については任意の厚み、例えば、元厚
の１ｍｍとすることができ、基板１２の剛性を確保する
ことができる。
【００６６】つぎに、本実施の形態の第６の例に係るＥ
Ｌ表示装置について、図１１を参照して説明する。
【００６７】本実施の形態の第６の例に係るＥＬ表示装
置の表示素子の基本構成は本実施の形態の第２または第
４の例に係る表示素子３２、５２と略同じである。した
がって、共通する構成要素については同一の参照符号を
付すと共に重複する説明を省略する。
【００６８】本実施の形態の第６の例に係るＥＬ表示装
置は、表示素子の金属電極と駆動回路が搭載された基板
（搭載基板）との電気的な接続構造が本実施の形態の第
４の例と相違する。
【００６９】図１１に示す表示素子の基板１２は、本実
施の形態の第５の例と同様の方法により、凹部６８およ
び金属電極７０が形成されている。
【００７０】一方、基板１２に張り合わされる、駆動回
路が搭載された基板は、本実施の形態の第４の例の基板
５６と同様である（図９参照）。
【００７１】上記のように構成される本実施の形態の第
６の例の表示素子は、前記本実施の形態の第５の例の表
示素子と同様の効果を奏する。
【００７２】
【発明の効果】本発明に係るエレクトロルミネセンス表
示装置によれば、高誘電性を有する基板上に発光層およ
び透明電極を含む層を積層するとともに基板の裏面に分
割可能に背面電極を設けた表示素子を有するため、走査
線数の多い大表示容量のＥＬ表示装置を得ることができ
る。
【００７３】また、本発明に係るエレクトロルミネセン
ス表示装置によれば、透明電極は複数の電極部からな
り、背面電極は複数の電極部をそれぞれ有する複数の電
極部群からなり、複数の電極部群のそれぞれに接続した
駆動回路により信号電圧を印加してパッシブ駆動するよ
うに構成してなると、高い周波数で交流パルス駆動が可
能となり、輝度を高めることができる。
【００７４】また、本発明に係るエレクトロルミネセン
ス表示装置によれば、透明電極は表示画面全面に形成さ
れたベタ電極からなり、背面電極は複数の電極部からな
り、複数の電極部のそれぞれに接続した駆動回路により
電圧を印加してアクティブ駆動するように構成してなる
ため、アクティブ駆動回路および発光層を主とする発光*
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*素子の双方を最適条件で形成してそれぞれの性能を十分
に発揮することができる。
【００７５】また、本発明に係るエレクトロルミネセン
ス表示装置によれば、駆動回路が搭載された搭載基板を
有し、搭載基板は、搭載基板を貫通して形成され、一端
が駆動回路に接続された貫通端子を有し、基板は搭載基
板に対向する側の面に複数のリブが形成され、貫通端子
をリブ間に位置決めしてなるため、貫通端子を金属電極
に容易に位置決めすることができ、また、リブによって
基板を補強することができる。
【００７６】また、本発明に係るエレクトロルミネセン
ス表示装置によれば、駆動回路が搭載された搭載基板を
有し、搭載基板は、搭載基板を貫通して形成され、一端
が駆動回路に接続された貫通端子を有し、基板は搭載基
板に対向する側の面に凹部が形成され、貫通端子を凹部
に嵌合して位置決めしてなるため、貫通端子を金属電極
に容易に位置決めすることができ、また、基板の厚みを
調整する自由度が増して基板の剛性を確保することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のパッシブ駆動方式のエレクトロルミネセ
ンス表示装置の表示素子の概略構成を示す組立分解斜視
図である。
【図２】従来のアクティブ駆動方式のエレクトロルミネ
センス表示装置の表示素子の概略構成を示す組立分解斜
視図である。
【図３】上下２分割駆動のエレクトロルミネセンス表示
装置の走査線と信号線とを示した図である。
【図４】従来のスルーホールを形成した基板を有するエ
レクトロルミネセンス表示装置の表示素子の概略構成を
示す図である。
【図５】本実施の形態の各例に係るＥＬ表示装置に用い
る表示素子の基本構成を示す図である。
【図６】本実施の形態の第１の例に係るエレクトロルミ
ネセンス表示装置の表示素子の概略構成を示す図であ
り、（Ａ）は走査電極側および信号電極側の双方にフラ
ットケーブルを接続した例であり、（Ｂ）は信号電極側
のみにフラットケーブルを接続した例である。
【図７】本実施の形態の第２の例に係るエレクトロルミ
ネセンス表示装置の表示素子の概略構成を示す図であ
る。
【図８】本実施の形態の第３の例に係るエレクトロルミ
ネセンス表示装置の表示素子の概略構成を示す図であ
る。
【図９】本実施の形態の第４の例に係るエレクトロルミ
ネセンス表示装置の表示素子の概略構成を示す図であ
る。
【図１０】本実施の形態の第５の例に係るエレクトロル
ミネセンス表示装置の表示素子の概略構成を示す図であ
る。
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【図１１】本実施の形態の第６の例に係るエレクトロル
ミネセンス表示装置の表示素子の概略構成を示す図であ
る。
【符号の説明】
１０、２６、３２、４０、５２  表示素子
１２、３８、４６、５６  基板
１４、１８  バッファ層
１６  発光層
２０  絶縁体層 *
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*２２、３４  透明電極
２２ａ、２４ａ、３６ａ  電極部
２３ａ、２３ｂ  走査電極群
２４、３６、４４、６２、６６、７０  金属電極
２５ａ、２５ｂ  信号電極群
２８ａ、２８ｂ  フラットケーブル
４２、５４  リブ
４８、５８  電極
５０、６０  スルーホール

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図１０】 【図１１】
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解决的问题：提供一种EL显示装置，其能够应对具有大量扫描线的大显
示容量。 EL显示装置的显示元件（10）包括具有高介电特性的基板
（12），并且依次层叠有缓冲层（14），发光层（16），缓冲层
（18），绝缘体层（20）和透明电极（22）。 同时，金属电极24设置在
基板12的背面上。 基板12是介电常数为1000以上的钛酸钡烧结板，将其
光学研磨至0.3mm的厚度。 通过将金属电极24形成为任意数目的2个或3
个以上的电极的组，并将驱动电路连接到每组电极，可以对显示元件10
进行矩阵驱动。
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